












       法政理論研究専攻 
学位論文題目 難民法の基礎理論 
論文審査委員（主査）教授 植木 俊哉 
准教授 西本 健太郎 










































1943 年 11 月に連合国救済復興機関（UNRRA）が創設され、その活動は第２次
世界大戦後に設立された国際連合（国連）の下で展開されることになる。その後、





























































に検討を加えている。とりわけ、1920 年代から 30 年代にかけての戦間期にお
ける国際社会の実行に関する分析は、従来のこの問題に関する研究の水準を凌
駕する新たな視点を提示する非常に優れたものであり、学術的に高く評価する
ことができる。また、本論文で提示された分析の視座には斬新な部分が多く、各
事例を綿密かつ詳細に掘り下げた分析とともに、国際的基準に照らしても本論
文の研究は十分に評価に値するものであるといえる。 
 もっとも、本論文においても問題点や課題が存在しないわけではない。本論文
で提示された視座には斬新で興味深いものがあるが、その中には法概念として
はやや曖昧なものも散見され、厳格な概念規定が要求される法学の方法論とし
てはさらなる改善の余地がないわけではない。また、難民法に関する慣習国際法
規範の立証に関しては、特にその法的確信（Opinio Juris）の論証が必ずしも十
分ではない部分もあり、条約法条約及び議定書の解釈論に関しても一層の精緻
化が望まれるところでもある。 
しかし、筆者自身も、以上のような本論文で残された課題に関しては十分に自
覚しており、これらの課題に関して今後さらに研究を進め、課題の探究に取り組
む強い学問的意欲を有している。また、筆者の誠実で粘り強く真摯な学問に対す
る姿勢と、卓越した専門的研究能力に照らせば、筆者が近い将来において国際法
研究の重要な一翼を担う有為な若手研究者として大きな成果をあげることが十
分に期待できるものと考えられる。 
以上により、本論文は、博士（法学）の学位を授与される水準に十分達してい
るものと認められる。 
 
  
 
 
